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研究成果の概要（和文）： 

 市場化と経済発展によって、中国では草の根レベルにおける政治活動が様々な領域で活発化してい

る。しかし、マス・メディアの動向や人民代表大会、住宅管理組合や農村の動向などを実証研究し

た結果、政治活動の活発化は必ずしも「ボトム・アップ」の改革につながる様相を呈していないこ

とがわかった。その主な原因は党の統制という制限があることであり、改革の行方は党の側が草の

根の動態に如何に対応するかにかかっている。 

 

研究成果の概要（英文）： 

We have found that political activity at the grassroots level in China has been activated in 

various areas due to marketisation and economic development. However, empirical research 

into developments in the activities of the mass media, people's congresses, flat owners' 

associations, peasants, etc., also revealed that signs of what could be called "bottom-up" reforms 

are yet to emerge. A major cause of this is the control of the Party that sets a limit to these 

activities. The future reform therefore depends on how the Party will deal with the developing 

dynamics at the grassroots level. 
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１．研究開始当初の背景 

 中国政治は大きな転換期を迎えている。中国
社会の利害構造は市場メカニズムの導入によっ
て複雑化し、貧富の格差が拡大してきた。同時

に国民の権利意識はグローバル化や情報化を
背景として向上し、民主主義的な価値観と公正
性や公平性への要求は徐々に中国社会に広ま
りつつある。その結果、公正性・公平性と効率性
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を両立させる利益配分のシステムや利害調整の
メカニズムを如何に確立するかという、政治参加
にかかわる政治制度の変革が中国政治の重要
課題として浮上してきた。 

 

２．研究の目的 

 様々な領域の草の根レベルにおいて、人々
の参加意識の向上および参加拡大の実態を明
らかにする。如何なる政治活動の活性化が認
められるのかについて実証的に検討し、社会
の政治的動態の実状を把握することに努める。
さらに、観察された政治参加の分類を行う。
そして、政治参加の拡大が認められたならば、
そのことが中国政治にいかなるインパクトを
もたらしているのか、なかんずく政治制度の
改革をもたらしているのか、あるいはそれを
促進する可能性を示しているのか否かについ
て検証する。そして中国の経験から政治参加
論の発展に寄与する。 

 

３．研究の方法 

 中国における政治参加に関する分析枠組み
の確立を目指して、理論的な検討を行った。そ
の際に、旧ソ連・東欧のみならず、東アジアでの
体制移行過程の経験を参照した。そのために、
研究会を通してメンバーの知見を共有すると同
時に、研究協力者や外部講師を招いてその講
義を聞いた。次に、先行研究の精読と整理を経
て、フィールド・ワークおよびアンケート調査を通
した実証研究を行った。草の根の政治参加を
「政治活動」と広く定義し、大きく分けて、人民代
表大会など既に制度化された政策決定過程、メ
ディアを通した政策決定への影響力行使、農村
など基層社会のガバナンス、いわゆる集団抗議
行動など非制度的なチャネルの活用などの領域
における実態を精査した。 
 
４．研究成果 
 メンバー全員が一次資料を精読し、繰り返
し現地調査を遂行したことにより、草の根レ
ベルの多くの領域における政治活動の実態が
明らかになった。その結果を論文に書き上げ、
最終的に研究成果報告書としてまとめた（現
在、書籍として出版すべく出版社と交渉中）。
中間的な成果は、各自が出版の機会をみつけ
て既に多くの論文を世に問うている（次項参
照）。最終論文を執筆する過程においては、プ
ロジェクト内で多くの研究会や研究合宿を重
ね、相互にコメントを提示し討論したのみな
らず、アジア政経学会および日本国際政治学
会の 2009 年度研究大会でそれぞれ特別分科
会と部会を構成して発表、討論を行い、多く
の建設的なコメントを広く集めることができ
た。 
 我々の研究の結果、確かに草の根の政治活
動が活性化していることは認められるものの、
ボトム・アップのダイナミズムが今のところ

は必ずしも制度改革につながる様相を呈して
いないことが明らかになった。その原因は党
のグリップが依然として効いていることであ
り、今後の政治制度改革を左右する重要な鍵
は、党の側が草の根の政治活動の活性化にど
のように対応していくのかという問題である。 
  
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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